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日中韓には宿
命的な

「文
化的・
文明的違和」がある

二OO五年十二
月十四
日、

マレーシ
ア

の
ク
ア

ラルン ．アール
で

、
初

の

「

東
ア

ジ
ア

サミッ
ト」

が開かれた。
東南

ア

ジ
ア

諸国

連

合

（ASEAN）
と 、・
日

本

、
中園 、
韓

国、
イシ
ド 、
オース
トラリ
ア

、ニュ
ージ

ーランド

の
計一
六カ
国が
参加し 、
東

ア

ジ

ア

サミッ
トが

「

東
ア

ジ
ア

共同
体」

の
構

築

に
「重
要な
役割を
果た
し得る
s
と
する

「ク
ア

ラルン ．アール
宣言」を
採択した 。

歴史を
援り返れば 、
と

の

地域

は「東

ア

ジ
ア

（問
主
〉去）」
以外に

も
、

数多く

の

呼び
名を

与えられ

て

きた 。
まず「極東

QR
Fg）」
と

い

う
呼び
方が

あ
る
。

ζれ

は 、
ヨーロッパ
から見た

地

理的な位置を

指す 。

あ
る

いは
「

大東亜共栄圏」を
イメージ

させる
からか 、
最近は

あ

まり使われな

い

が 、
「

東亜」
とい
う
呼び
方

も

あ
る
。
「

遠

東」
や「亜東」
と

い

う呼び
方

も
、

東
ア

ジ

ア

と重なる

地域

を
指す言葉として現に
存

在し

てい

る
。

い
わゆる
「オリエント」
に

東
ア

ジ
ア

が含まれ

てい

る
場

合

も

あ
る
。

で

は 、
いっ
た

い

現時点におい

て

は 、
ど

んな分類に従っ

て

東

ア

ジ
ア

の
範囲を
考え

ればよい

の
だろうか 。

ま
ず一
つ
に、
東

ア

ジ
ア

を
「儒教文化

圏」
とし

て

括る
方法が

あ
る
。

と

の
分類に

基づ

けば 、
日

本

は

も
ちろん
中国や朝鮮半

。
島 、
台湾 、
香港 、
さらにはベ
トナム 、
シ

ンガポール
ま
で

が東
ア

ジ
ア

に
含まれる

。

と

の
範閤は 、
同時に
「

箸を
使う
文化圏」

と重なっ

て

いる
。

東
ア

ジ
ア

サミッ
トが開催された

背景と

し

て

、
ζ

の

地域
の

国際的な台頭が挙げら

れよう。

前
米

国国務副長官

の
Pチャ1ド・

ア

1ミテIジ
氏

も
最近 、

「

二
十一
世紀は

ア

ジ
ア

の
世紀

で
あ
る

」
と

い

う趣旨

の
発言

を
行なっ
た。

しかし 、

本

当に
東

ア

ジ
ア

にグ

共
同
体d

が形成
で

きる

の
だろうか 。

私はきわめ

て

懐
疑的

で
あ
る
。

なぜ
なら
数
多く

の
「限

あ
る

い
は
「儒教文化圏」

の
なか

の
日

本

、
中国、
韓国とい
う、
誰が見

て
も

ア

ジ

ア

の
核

で
あ
る

三カ
国が東

ア

ジ
ア
で
あ
る
と

する
見解

も

あ
る
。

と

の
見方を
主張し

てい

る

の
が
中国
で

、
それは「ASEAN－フラ

ス
3」

の
「3」
が「東
ア

ジ
ア

共
同
体」

の

中心
で
あ

り 、
そ

の
なか
で

も
さらに
中心と

なる

の
が
中国
で
あ
る
、

とい
う発

想

にほか

ならな

い

。
ちなみに
私が

学長を
務める
国際
教養大

学

の
コ
1ス
で

は 、
日

本

と
朝鮮
半島 、
中

園 、
香港 、
台湾 、
東南

ア

ジ
ア

の
筆入社会

に加え

て

、
カムチャツカやサハ
リンを
含

んだ極東ロシ
ア

、
それにそシゴル
ま
で
を

含め

て

東
ア

ジ
ア

と
見なし

てい

る
。

学問的

にい
えば 、
東

ア

ジ
ア

と
東南

ア

ジ
ア

は
違う

地域

な

の

で
あ
る
。

今回「東
ア

ジ
ア

共
同
体」

の
構成範囲を

めぐっ

て

、
「

ASEAN －フ一フス
3」を
中

心にする

の
か 、
それら

の
国

家にインドや

オース
トラリ
ア

、
ニュ
ージーランドを

加

えた一
六カ
国を
中心にする
か
で

、
日

本

と

中国が
激し

い
外交戦を
展開した 。
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界」
が 、
と

の
構

想

には存在し

てい

る
から

で
あ
る
。
「東アジア」とはどこか

．
そ

も
そ

も

「

東
ア

ジ
ア

」
とはいっ
た

い

ど

の
範囲を指す言葉な

の
だろうか 。
ζ

の
定

義づ

けなしに、「東
ア

ジ
ア

共同
体」を

論

じる
とと
自
体不可能
で
あ

ろう 。

結
局 、
東

ア

ジ
ア

サミッ
ト

の
二
日
前に

開

催された
「

ASEAN －フ
ラス
3
首脳会

議」

の
共

同宣言
で

、
ASEANプラス
3

は

「

東
ア

ジ
ア

共
同
体」

形成にお

け
る「

主

要な手段」
とい
う文言が
中国

の

意

向
で

盛

り込まれ 、一
方東

ア

ジ
ア

サミッ
ト

の
「ク

ア

ラルンプール
宣言」
には 、

前述

の
とお

り東

ア

ジ
ア

サミットが共同
体形成におい

て

「重要な役割を
果たし得る
」
とい
う文

言
で

、
日本

の

意

向が反映された 。

しかし 、
それはたんに
国際政治上

の
権

力争い
で

、
東

ア

ジ
ア

の
範囲を
決めようと

しただ
け

で
あ
る
。結

局 、
東

ア

ジ
ア

とはど

の
範囲を
指す

の
か 、
ど

の
ような

意

味を

共

有する

の
かとい
う根

本

的な議論は 、
一
度

も
行なわれなかっ
た 。

機
能
面
だ
け
で
共
同
体
が
で
き
る
か

「東アジア共肉体Jは幻惣だ

現在 、
経済的な機能面

で

の
一

体化が東

ア

ジ
ア

地域

で

進ん
で

い

る

の
は
事実

で
あ

る
。

とくに
中国が「改革・
開放」
政策を

とる

よ

うになっ

て

から 、
東

ア

ジ
ア

は共通
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の
ピ
ジ
、不
ス
文
化
に
大
き
く
覆
わ
れ
つ
つ
あ

る。
中
国
や
香
港、
台
湾、
そ
し
て
韓
国
やシ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
股
に
か
け
てパ
ソコ
ン
片
手
に

行
き
交
う
ビ
ジ
ネス
マ
ン
を、
最
近ど
の
空
港

で
も
よ
く
見
掛
け
る
よ
う
に
なっ
た。
少
な
く

と
も
二
十
年
前
に、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
姿

を
自
に
す
る
と
と
は
ま
れ
で
あっ
た。

ま
た、
貿
易に
自
を
転
じ
て
も、
現
在
東
ア

ジ
ア
地
域
で
は、
貿
易
総
額
の
約
六
Oパ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
取
引
が
域
内
で
行
な
わ
れ
て
い

る。
そ
れ
ほ
ど
東
ア
ジ
ア
各
国
間で、
経
済
的

な
相
互
依
存
度
は
高
まっ
て
い
る。

し
か
し
だ
か
ら
とい
っ
て、
そ
の
よ
う
な
機

能
面
だ
け
で
共
同
体
が
構築で
き
る
も
の
だ
ろ

う
か。
相
互
依
存
が
深
く
な
る
に
し
た
が
っ

て、
非
政
治
的、
非
軍
事
的
な
側
面
か
ら
も
望

ま
し
く
ない一
体
化が
進
行
し、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
噴
出
し
て
い
る。

た
と
え
ば
い
ま、
東
アジ
ア
各
国
を
恐
怖に

陥
れ
て
い
る
鳥
イン
フ
ル
エ
ゾ
ザ
な
ど、
感
染

症
の
問
題
が
あ
る。
ま
た、
こ
の
地
域
に
はマ

ラツ
カ
海
峡
が
あ
り、
中
閣
を
発
信
地
と
し
た

銃の
ヤ
ミ
取
引
や、
タ
イ、
ラ
オ
ス、
ミ
ヤ
ン

に
同
心
円
状に
い
く
つ
か
の
小
国
や
朝
貢
国
が

・存
在
す
る
とい
う
図
式で
あ
る。
そ
れ
は
同
時

に、

中華皇
帝
を
頂
点
と
す
る
垂
直
的
なピ
ラ

ミッ
ド
構
造
で
も
あっ
た。

し
か
し
日
本
は、
聖
徳
太
子
が
「
日
出づ
る

処
の
天
子、
書
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致

す。
惹
無
き
や」
と
陪
の
楊
帝に
国
蓄
を
送っ

た
よ
う
に、
そ
の
図
式に
参
加
し
な
かっ
た。

イン
ド
も
同
じ
で、
まっ
た
く
別
の
文
明
圏
を

形
成
し
て
き
た。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
歴
史
的
背
景を
踏
ま
え

れ
ば、
チ
ャ
イニ
1
ズ・
ワ
ー
ル
ド・
オ
ー
ダ

ー
に
従っ
た
国
と
そ
う
で
は
な
か
っ
た
園
が
混

交
す
る
東
ア
ジ
ア
に
共
同
体
を
構
築
す
る
に

は、
中
国
自
身
が
中
華
思
想
を
捨
て
て、
ど
と

ま
で
中
華
世
界
秩
序か
ら
脱
却で
き
る
か、
が

鍵に
なっ
て
く
る。

と
と
ろ
が
当
の
中
国
は、
『
東
ア
ジ
ア
共
同

体」
を
「
手
段」
と
捉
え、
そ
ζ
か
ら
脱
却
す

る
ど
と
ろ
か、
ま
す
ま
す
中
華
世
界
秩
序
を
強

化
し
よ
う
と
し
て
い
る。
東
ア
ジ
ア
サ
ミッ
ト

で
は
な
く
「
A
S
E
A
N
プ
ラ
ス
3」
で
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体」
構
想
を
進め
よ
う
と
し
た
の

マ
ー
が
接
す
る
「
黄
金
の
三
角
地
帯」
を
発
信

地
と
し
た
麻
薬
の
取
引
も
盛
ん
で
あ
る。

意
外
と
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
は、
と
の
地
域

に
は
不
法
難
民
が
そ
う
と
う
に
多い
ζ
と
で
あ

る。
日
本に
も、
中
国
人
を
中
心
と
し
た
ニ
O

万
人
近
く
の
不
法
難
民
が
い
る。
台
湾
は
福
建

省か
ら
来
た
不
法
難
民
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る。

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」
を
謡
う
な
ら、
そ
の
よ

う
な
望
ま
し
く
ない一
体
化に
も
共
同
し
た
対

応
措
置
が
必
要
で
あ
る。
し
か
し、
た
と
え
ば

過
般
の
S
A
R
S
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群）

禍
で
も
そ
う
で
あっ
た
よ
う
に、
中
国
の
反
対

に
よ
っ
て、
台
湾の
W
H
O
（
世
界
保
健機
関）

加
盟
す
ら
実
現
し
て
い
ない。
そ
の
よ
う
な
問

題
が
ク
り
ア
さ
れ
ず
に、
な
ぜ
経
済の一
面
だ

け
を
見
た
議
論が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

よμ。
文
明
が
文
化
を
侵
略
す
る

ヨ
ーロ
ッ
パ
に
は
E
U
が
あ
る。
東
ア
ジ
ア

も
E
U
を
モ
デル
に
共
同
体
を
構築で
き
る、

と
い
う
声
も
聞か
れ
る。
し
か
し、
E
U
各
国

は
そ
の
証
左
で
あ
る。
す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
の

国々
は、
そ
ん
な
中
国
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
る

節
す
ら
あ
る。

中
国
が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」
を
推
進
し、

文
明
圏
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
な
か
で、
日
本

の
よ
う
に
柔
軟に
い
ろ
い
ろ
な
文
化
を
取り
入

れ
て
き
た
「
文
化
圏」
が、
ワ
イル
ド
な
「
文

明
閤」
に
侵
略
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る。
「
文

明
が
文
化
を
侵
略
す
る」
状
況に
対
し
て、
は

た
し
て
ど
れ
だ
けの
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か。

「
限
界」

を
す
べ
て
棚
上
げ
に
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合、
旧
西
ド
イ
ツ
と
旧
東

ド
イ
ツ
の
所
得
を
比
較
し
て
も、
そ
れ
ほ
ど
格

差
は
大
き
く
な
かっ
た。
せ
い
ぜ
い
六
対一
程

度
で
あ
る。

と
と
ろ
が、
日
本
と
中
国
の一
人
当
た
り
G

D
P
比
率
は
約
三
五
対一
に
も
上
る。
東
南
ア

ジ
ア
で一
人
当
た
り
G
D
P
が一
万
ド
ル
を
超

え
て
い
る
国
は、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ブ
ル
ネ
イ

を
除い
て
ほ
と
ん
ど
存
在
し
ない
し、
先進
国

に
は、
共
通
の
基
盤
で
語
ら
れ
る
歴
史
的
なバ

ッ
ク
グ
ラ
ウン
ド
が
存
在
し
て
い
る。

十
七
情－紀
に
ド
イ
ツ
で
締結
さ
れ
た
ウエ
ス

ト
ア
ア
P
ア
条
約
で、
ヨ
ーロ
ピ
アン・
ス
テ

イ
ツ・
シ
ス
テ
ム
（
商
欧
国
家
体
制）
が
誕
生

し
た。
そ
し
て
市
民
社
会が
生
ま
れ、
近
代
的

な
「
ネ
1
シヨ
シ
ス
テ
イ
ト
（
国
民
国
家ど
が

生
ま
れ
た。

そ
の
よ
う
な
基
盤
を
前
提
と
し
て、
第二
次

世
界
大
戦
後に
は、
独
仏
不
戦
を
求め
て
戦
争

原
因
を
除
去
す
る
た
め
に、
石
炭
と
鉄
を
共
同

管
理
し
よ
う
と、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同

体
（E
C
S
C）
が一
九
五
0
年
代
初
頭
に
組

織
さ
れ
た。
次い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体

（E
EC）
や
六
0
年
代の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿

易
連
合
（E
FT
A）
が
統
合
さ
れ
て
東
西
冷

戦の
終
罵
を
迎
え、
現
在の
E
U
が
成
立
し
た

の
で
あ
る。

翻っ
て、
東
ア
ジ
ア
に
そ
の
よ
う
な
歴
史
的

な
共
通
基
盤
は
存
在
し
な
か
っ
た。
あ
る
の
は

た
だ一
つ、
チャ
イニ
1
ズ・
ワ
ール
ド・
オ

ー
ダ
ー
（
中華惟
界
秩序）
で
あ
る。

中
国
の
皇
帝
を
トッ
プ
に
戴
き、
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そ
の
周
辺

レ
ペ
ル
の
韓
国
や
台
湾
な
ど
と
比べ
で
さ
え

も、
日
本
の
経
済
的
豊
か
さ
は
突
出
し
て
い

る。
ζ
れ
だ
け
「
平
等
で
ない」
国々
が
存
在

し
て
い
て、
は
た
し
て
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
かの

ま
た、
共
同
体
を
構築
す
る
場
合、
ど
の
言

葉
を
共
通
語
に
据
え
れ
ば
よ
い
か、
と
い
う
問

題
が
あ
る。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合、
英
語
と
フ

ラ
ン
ス
語
は
違
う
と
い
っ
て
も、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

系
の
言
語
と
し
て
の
共
通
性
が
あ
る。

共
通
語
を
英
語
に
で
き
れ
ば、
コ
ミュ
ニ
ケ

ー
ショ
ン
ツ
l
ル
と
し
て
問
題
な
く
機
能
す

る。
し
か
し、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど一
部
の
国

を
除い
て、
ま
だ
ま
だ
東
ア
ジ
ア
地
域
で
英
語

は
全
面
的に
は
普
及
し
て
い
ない。
中
国
は、

言
語
面
で
非
常に
ド
メス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る。

大
学に
他
国
の
留
学
生
を
迎
え
入
れ
て
も、
あ
杭

く
ま
で
講
義
は
中
国
語
で
行
なっ
て
い
る
の
が
問

主
流
だ。

附

国
連で
は
公
用
語
を
採
択
す
る
際、
細
や
か内

な
議
論
を
積
み
重
ね
た
う
え
で、
英
語
やブ
ラ－
前

ン
ス
語、
ス
ペ
イン
語、
ロ
シ
ア
語、
中
国
語

な
ど
の
言
語
を
指
定
し
た。
し
か
し、
今
回
の
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東
ア

ジ
ア

サミッ
ト
で

、「
東

ア

ジ
ア

共同
体」

の
共通言語を
議

論

した
形跡

は
見えない。

さらに

は
宗
教の
隔た

り

も
看過

で

きな

い。
東

ア

ジ
ア

K

は
、

イス
ラム
国

家

も
ヒン

ドゥ1国
家

も儒教国
家

も
、

ある
い

は
日

本

のような神道や仏教を
基盤にした
国

家

も

ある。こ
れらの「

限界」を
すべ
て
棚上げにし

た
うえ
で

、
今回の「東

ア

ジ
ア

共同
体」

が、

急どしらえ
で

準備さ
れ
た

観

は
否め
な

い

。

中国の行動は論理破綻

て 化

い

が 東る 進
西。 み 冷

、

戦国 が境 終

は
駕どしんど 世ん 界砲のや グ

カa ロに ！な パ
つノレ

し

か
し

、
東

ア

ジ
ア

に

は
い

ま

だ

に 、

かつ

ての
冷戦

構

造が残っ
て

い

る
と

と

を忘
れて

は
ならな

い

。「共産党の一
党独裁

体制」

が、
中国

と

北朝鮮に

い

まなお
生き残っ
て

いる
。

東
ア

ジ
ア

K共産党の一
党独裁
体制

と

い
う座標軸が存在する

かぎ
り、
「

東
ア

ジ
ア

共同
体」

構

想

も

幻想

に
終わる

だ
ろ

組織の
構築を
望むの

か

。

さらに

は
、

EU
が生ま

れ
、

「
東

ア

ジ
ア

共同
体」

が生ま
れ
、

世
界中のさまざまな

分野が接続さ
れて

、
最終的に

地

球全
体が

一
つの
、不ッ
トワ1ク
で

結
ぼ
れ
る

と

い
う

構

想

を

前提に
する
なら 、「国

連
」

がクロ
ー

ズ
ア

ッ
プさ
れざるを

えない。

し

か
し

、
イ
ラク
問題

で

示さ
れ
た

よ
う

に、
い
まの
国

連
は

十全に
機能し
ている

と

は
いいがた
い。
国

連の改革

は
非常に重要

だ

が

、
中国

は
安保常任理事国

と

し
て闇

連

に
陣取り 、
世界

で

二
番目に
多くの
分担金

を
負担し

、
常任理事国入

り
を
し

ようとし

た
日

本

K
真っ
先に反対した

。
国

連改革に

参与し
よう

と

した

日本

に
反対している
国

が、
他方

で

は
「
東

ア

ジ
ア

共同
体。

の

主

役

を
志
向して

い

る
の

で

ある

。

中国の
行動

は
、論

理が破綻し
て

い

る

。

中閣

は
、

自らの
覇権主
義的な行動

と

、

「
策ア

ジ
ア

共同
体」

の
関係について二
百

も
触

れて

い

ない

。

そ
のような国が

「

東
ア

ジ
ア

共同
体」を

主導する

意

図

は
どζにあ

る

か
、

が問題なの
で

ある

。
う近年中国

は
、

世界覇権を
めざし
て

ア

メ

リカへ
の
対抗意識を
剥き出し
にし

、
果て

しな

い

箪備拡張を
行なっ
ている

。米
国防

総省

は
、

中閣の
軍事費

は
公表数字の三倍

の
九六OO
億米
ドル

に
上る

、
と

推計し

た
。とりわ

け海洋戦力の増強が著し

い

。

台

湾海峡の
南のパ
シ1
海峡ゃ 、
石垣島の
脇

を
通っ
て
沖縄

から

太

平

洋

に
抜
け
る

海域に

は
、

中国の
宋級潜水艦が
毎

日

のように
行

き来し
ている

。
また
、

尖閣列島を
自国の

領海内

だ
と

して
扱い

、
日
中中間線
付近

で

勝手に
ガ

ス
田を
開発し
て

い

る

。

また
、

中国

は
、

ロ
シ
ア

、
カ
ザフ

ス
タ

ン 、
キル
ギ

ス
などの
五カ
国

とと
も

に

、

「上
悔協力機

構

」を

構

成し
て

い

る

。

加
盟

国

は
国際テロ
や民

族分離運動

に
共同

で

対

処し
、

経済や文化面
で

協力を
図っ
て

い

る

が、
軍事面に

も
力を
入

れて

い

る
。

ニOO

五年八月に

は
との
機

構

を
基盤Kし
て

、
中

露による
大
規模な軍事演習が
行なわ
れ

た
。

上海協力
機構の
設立意図

は
、
ア

メリ

宿命的な「文化的・文明的違和」

さらに、
東

ア

ジ
ア

のコ
ア

と

なる

日本
、

中園 、
韓国の三カ
国について考療を
加え

る

と

、
三カ
国の
人々

の風貌

は
似通っ
てい

る
が、そこに

は
宿命

と
も
い

える
「文化的・

文明

的違和」
が存在し
て

い

る

。

そのよ
うな
違和を

地

政
学的に
捉え

れ

ば 、
中
国の「
大陸
性（ng
苦gE一
三」 、

韓国の「半島性（
司g
ZE
E－Q）」 、

そ
し

て

日

本

の
「島唄性（S
EE
S」

と

い
うと

と

が
で

きよう。

中聞

は
い
わば大陸国
家
で

あり

、
中国四

千年の．歴史

は
、

大陸的な風土の
な

か

で

の

興亡の
繰り返し

で

あった
。

そ

と

に

は
自己

中心的な世界認臓

だ

けがあり

、皇帝を
中

心

と

する
橘力

構

造が成立し
て

い

た

。

大随国
家
で

ある
中国の
字宙観

は
、

「陰

陽二元
論

」
で

ある
。

ζの
陰陽二元

論で

考

える

と

、た

と

え死ん
で

も
悪

い

者

は
悪

い

、

と
い

う発

想

になる

。

悪人

は
永久に
悪人な

の
で

ある
。「死ん

だ

らみんな神さま仏さ
カがテロ
撲滅のた
めにウズペ
キス
タン
や

カザフスタンに基

地

を
置いた
ことへ

の対

抗措置 、

と

取るのが自然
で

あろう。

ある
い

は
中国

は
、

い
ち早くイラク駐留

多国籍軍

から離脱した
フィリピン
を自国

κ
引き寄せようとした
り 、

北朝鮮に
関す

る
六カ
国協議

で

は
、一

見協調姿勢を
見せ

ながら

も
、

基本的に

は
一
貫し
て北朝鮮サ

イドに立っ
ている

。

かつてのイラク
やリ

ビ
ア

、
現在

は
ス1ダン
やジンパ
プエ 、
ρ

イチ

と
い

った
グ

問題国
家d

と
も、

友好関

係を
結

ぼう

と

し
ている

。

また

、

「
東

ア

ジ
ア

共同
体」

の

構築

が
議

論

さ
れている

地

域

に

は
、

APEC（
ア

ジ

ア太平洋経済協力会磯）

と

い
う
組織があ

る
。

APECに

は
インドなどを
除いて、

ASEAN各国や北米、
オセ
ア

ニ
ア

や
ア

ジ
ア

などの

主

たる
国がほ

と

んど
参加して

い

る
。
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APEC

は
その
名の

と

おり経済協力機

構

だ

から

、

「

東
ア

ジ
ア

共同
体」

が

必要

だ

と

い
う根拠の一
つを
すでに実現し
ている

は
ず

だ

。
なぜ

中
国

は
、

APECと

は
違う

ま」

と
い

う

日

本人の
死生観

と

は
一
八O度

違う。
靖国
問題を論

じる

場合

、
ζのよう

な価値観の
雌麟が
背最にある
ζ

と

を
忘

れ

て

は
ならな

い

。

そ
れに対し

て
髄国

は半島国
家
で

ある
。

「
半島性」

の
特徴

は
「小中華思

想

」
で

あ

る
。
「

小」
で

ある

から 、
ど
うし
て

もかつ

ての朝貢国

だ

った
中国の
顔色を
窺っ
てし

まう。
最近の韓国

は
、

北朝鮮問題を
め
ぐ

っ
てある
種の民

族

主

義的な
高揚が
見ら

れ、反日的な言動

が幅を
利

かせて

い

る
。

そ
の
分

だ

け中国に
接近し
ている
と
見る
と

と

が
で

きよう。

で

は
、
日

本

は
ど
う

か
。「

島唄性」

と

は

平た
くい
えば梅

洋

性
で

ある

。

そ
とに

は
中

国や聴鮮
半島のみ
ならず 、
ヨーロッパ
や

北米大陸 、
イリJドや
東南

ア

ジ
ア

など

から

さ
まざまな文
化や
制度 、
文
物を
取

り入

れ
、

自国に

合

うようにつ
くり変える

と

い

う独特の
創造性がある

。

中国

は
「

怨みの
文
化」を

も
っ
国

で

あ

る

。
い

つ
ま
で

たっ
て

も
被害者
意識が抜
け

ず

、
い

ま

だ

に臼

本

を
怨みつづ

けている

。

「東アジア共肉体Jは幻！！だ133 



戦後六十年

の

あ

い

だ

、
幾度自らの

国
づく

りに
失敗し

て

き

た

か
を

自省

も
せず

、
戦争

に
敗
れ

て
も

豊

か

で

繁栄し
つづ

け
る

日本

を

羨み

、
怨みに
変え

てい

る
。

ま
た
、

韓

国は

「
怒

り
の

文化」

、

日本
は

「恥

の
文化」

の
固

とい

える

だ
ろ

う

。

から

ζ

う

した
違

い

を

、私

は
よ

く「辛さ」
に

響える

。
中国は
い

つ

ま

で

も
し

つζ

い

「新

油

の
事さ」
で
あ
る
。

鵠聞

は
カア！

と

熱く

な

る
「

トウガ
ラシ

の
辛さ」。
臼

本

は
辛

い

けれど

も
さっ
ば
りし

てい
てす

ぐに消える

「

わさび

の
辛さ」
で
あ
る
。

と

の
よ

うな
「文化的・
文明的違和」
が

存在し

てい

る
三

国

で

、
近現代史

の
共

同研

究を
実施し
よ

う
と

いう
提言
が
あ
る
。し

か

し

、
歴史的

体験

の
違

い

や歴史認識

の
蓄積

の
違

い

を
踏

まえた
誠実

な
識
論

がなさ
れ
な

ければ

、

た
ん

な

る
タテマエ
輪や奇麗ど

と

に
終わる

だ
ろ

う

。

同
じく歴史的成熟
が

な
い

ま

まに「
東

ア

ジ
ア

共
同
体」を

唱え

て
も、

掛け声倒
れに

終わらざるを
え

な
いの

で

はな
い

だ
ろ

う

か
。

の

で

は
な
い

だ
ろ

うか
。

あ

らた
め

て

論

じる

ま

で

も
な

く 、
日

本

が

と

る
べ

き

針路

は
、
日米

関係

の
維持・
強化

以外に

な
い

。
迫

りつつ
あ
る

状況

と

し

て
、

台湾有事

の
可能性を

想

定

す

べ
き

℃
あ
る
。

中国
が軍拡を

続ける

のは
、

当面台湾有事

へ

の
備え

の
た

め
で
あ
る
。

現在

の
台湾

は
さ

まざ

ま
な

問題を
抱え

て

い

る
。

二OO五年十二
月

の
統一

地

方選
で

国

民

党
が大勝した
と

と

を
見

て
も
、

中

華世

界
で

初め

て

民主

化を
実現した
李登輝

前総

統
が
掲げ

た

、
も
う

一
つ

の
座標軸

で
あ
る

「
台湾化」

の
方向に

は、必
ずし

も
事態

は

進
ん
で

いな
い

。

し

か
し

、
長期的

な
スパ ン
で

見
れば

、
さ

日米同盟の
維持・強化を

と
れ
ま

で
「

東

ア

ジ
ア

共

同

体」

の
非現実

性を
纏々
述べ

て

き

た
。し

かし圏外

だ

け
で

な
く

、

日本

圏内
で

も
「
東

ア

ジ
ア

共
同
体」

を
推進

す

る
勢カ
が見受
けら
れ
る
。

それら

の
主強

は
概し

て
、

ア

ジ
ア

地域
の

経
済相互依存関係

の
高

まりゃ

、
貿易額

の

拡大
が見ら
れ
る

から

、

ア

メリカと

は
少し

距離を
置

い
て

ア

ジ
ア

と
の

関係を
強めよ

う、

と
いうもの

で
あ
る

。

し

かし

、それ

は

誤
り

で
あ
る
。

す

で

に
指

摘した

よう
に

、

日本

は

中

固

な
ど
東

ア

ジ
ア

の
多く

の
固

と、
歴史的に

も
文化的に

も必

ずし

も
共

通

の
基盤を

も
っ

ていな
い

。

中

闘を
穏や

かに

国
際社会

の
なか

に
欝噂

す

る
た

めに

、

「

東

ア

ジ
ア

共
同
体」を

活用

した

い

、

と
いう

声

も

あ
る
。

と

の
考え

も
間

違っ

てい

る
。

中国は
、

他

国の
忠告や影響

に

よ

っ

て

動

かさ
れ
る

国

で

は
な
い

。

中国
が政

策を
大

き

く
転換

す

る

と

き

に

は

、

必
ず党内闘争
が伴

う

。
政
策転換

の要

まざ

ま
な

屈折

は

あ

ろ

う
が、

台湾
ア

イデ ン

ティティ

は
さらに
強

ま
る

だ
ろ

う

。
前々
回

の
総統選挙

で

陳
水
属氏
が当

選した
と
き

に

、

民
進

党

な
どグリーン
陣営

の
得
票率

は

三十数
%

だ

った
。

ニ
OO四年

の
再
選時に

は

五一
%に上
がった
。

お

そ
らく次回

の
総

統選挙
で

は
、

七OMm

前後に届く得
票市却を

獲得

す

る

の

で

はな
い

だ
ろ

うか
。

そ
うなれ

ば

、必
ず憲法改正

の
問題
が出

て

くる

だ
ろ

う

。
現在

の
台湾

の
憲法

は

孫文

の
三民主

義に
基づく中華民

国
憲法

で

、
日

本

の
戦後憲法

よ

り

もは

る

かに
時代に
適

合

し

ていな
い

。
情

勢

の
変化に
合わせ

て

変更

す

べ
き

部分
が

、
数多く存在し

てい

る
。

し

か
し

、
憲法改正
が独立主梅田
家

の
行

因

は
、

圏外
要因
で

はな
くつねに
園内
要因

で
あ
る
。

毛沢
東

の
死去によっ

て

毛沢
東側

近

の
「四人組」
が逮捕さ
れ、文化大

革命

が終結し

て

、
義

国鋒首相を
追放した
郵小

平

の
下
で

、
経済改革・
対外開放と

いう

一

八
O度

の
政策転換
が行

な
わ
れ
た

と

と

がよ

い

例
で
あ
る

。

つ

まり
、
中国

をでき
る

だ

けソフトラン

デイングさせ

よう

と

し

て
、

周
りが必

膳立

てす

る
と

とに

は
何

の意味

も
な
い

。
良く

も

悪く

も、それが

中国の
「自律性」

と
い

え

スv 。
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そ
も そ
も

昨年末に
東

ア

ジ
ア

サミッ
ト
が

開

かれ
た

のは
、

小泉首相
がこ

OO二
年一

月KASEAN歴訪
で

揚
げ

た
ア

ドバル
ー

ン
が端緒
で
あ

った
。た

だ

し

、それが何ら

か
の

信念に基づ

い

た
行動で

あ

った

と

は
思

え

な
い

。
し

か
し

、そ
の

構

想

が現在

の
東

ア

ジ
ア

情

勢κ
符

合

す

る

、
と

にわ

かに騒ぎ

だ

した

の

が

、
圏内

の
『東
ア

ジ
ア

共
同
体」

推進
派

で

あ
る
。

一
部有カ政治
家

の
中

聞に
対

す

る
見

方を

は
じめ

と

し

て
、

皆少し
見通し
が甘

い

為
で
あ
る

以上

、
台湾

の国

民

が自ら決定

す

べ
きで
あ
る

の
だ
が

、
ζ
れに

中国
が反応し

な
いは

ず
が

な
い 。
現に
中

国
は

軍拡

と

と

も

に

、
二
OO五
年三
月に

は
「

反

国家分
裂

法」を
制定

す

る

な
ど

、
治々

と

単備を
進

め

てい

る
。そ

の

よ うな国 際情勢

の

動 き
を

前提 と
し

て
、

日本

は
し

っ

かり日 米同盟
を

堅
持
し

、

太平洋地域

を

中心
と

し た民主主

義
国家
連

合

を

構築す

る

必要が
あ
る
。

そ
う

し

なけれ

ば

、

と
とは
中聞のペlス
で
進
ん
で

し

ま
う

だ
ろ

う

。と

の

ような状況下
で
「策ア

ジ
ア

共

同

体

」 と
い
うス ローガンを掲 げ

て
も何

の

意 味

も
な
い

。「
東

ア

ジ
ア

共

同

体
」
は

「

幻想

」

だ

、

と
いうのが 私
の
結 論で あ
る
。

建
設
li 
宋
来
ヘ
お
く
る
メ
ツ
セ

ジ
A 
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